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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
題は、ミニチュア海藻工場　です。
私たちは、この４名で取り組んできました。
発表者は、中村です。パソコン操作は、辻田です。
よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに
海藻の役割ですが、
１つめに、地球環境の保全の働きがあり、森林と同じように海水に溶け込んだＣＯ２を吸収して海藻は光合成を行います。
２つめに、食べ物としての海藻ですが、美味しい、美容に良い、健康に良いという側面があり、低カロリー、食物繊維が豊富、このようなミネラルが多く、鉄分、ビタミンも多く含んでいます。
３つめに、魚介類のすみかや餌となることです。幼魚等の生育場としてやウニ、アワビ等の餌になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが注目したのは、函館の海藻であるガゴメとアカモクです。どちらも厄介者でした。
ガゴメは、昆布漁のときにマコンブに混じり邪魔でしたが、粘り成分に含まれる血圧を下げる効果のあるアルギン酸と免疫力を高める作用のフコイダンが多く含まれることでわかり、
今では、２００種類以上の商品に応用されており、養殖技術も確立され、乾燥重量で年間３００トンを生産しています。また、高級品であるマコンブの１等品にも匹敵する
ようになりました。
一方、アカモクは、船での移動中にスクリューに絡まるなど厄介者でしたが、フコイダンや抗酸化作用があるフコキサンチンを多く含むことがわかり、未利用海藻として注目されています。
私たちは、このような函館地域の海の宝について、陸上の水槽で育てて、栽培条件を検討しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
陸上水槽をミニチュア海藻工場と称して、２カ所で行いました。
１カ所は、函館市国際水産・海洋総合研究センターでこの様な水槽で行いました。
もう１カ所は、駅前のキラリス函館で、この様な円柱の水槽で行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
測定部位について、
ガゴメは、図のように葉長と葉幅を測定しました。
アカモクは、図のように全長を測定しました。
実験には、このような短く切ったロープに、ビニールテープの色で条件わけをし、重しとしてボトルとナットを取り付けました。
取り付けるとこのようになります。ガゴメには、ボルトとナットの重しを付けていません。
各条件５個体を用いて、平均値で比較しました。
実験に用いたガゴメの一例です。
実験に用いたアカモクの一例です。
ガゴメの葉長を測定しているところです。
ガゴメの葉幅を測定しているところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実験条件についてです。

はじめに　光量実験についてです。
自然光と遮光の条件で行いました。
光周期は、自然光で、日の出から日没までで、明るい時間は、１３～１５時間でした。
水温は１５℃に設定しました。
こちらは、グラフの凡例です。

水温実験についてです。
５℃と１５℃の条件で行いました。
光周期は、ＬＥＤ照明で10:00から19:00まで点灯しました。

実験期間は、2017年７月１５日から９月２日まで。
測定日は、２０１７年７月１５日、８月５日、９月２日の３回です。
海水は、濾過海水を用いて８月５日に交換しました。

光量を変化させた実験に用いた水槽です。
窓から自然光が入り、こちらは黒いプラスチック段ボールで遮光してあります。
真っ暗ではありません。
水温はクーラーで保ちました。

水温を変化させた実験に用いた水槽です。
水温は、クーラーで保ちました。
水槽上部にＬＥＤ照明が取り付けてあります。
結露対策がしてあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に結果です。

ガゴメの葉長について平均値の変化です。
横軸に月日を、縦軸にガゴメの葉長を示してあります。
ＬＥＤの方が継続して成長している結果です。
光量は自然光にように強くても、遮光して弱くても良くない結果です。
結果は、人工光であるＬＥＤで１５℃が良いことになります。

ガゴメの葉幅について平均値の変化です。
ＬＥＤの方が継続して成長している結果です。
光量は自然光にように強くても、遮光して弱くても良くない結果です。
水温１５℃で溶けてくる個体もありました。

ガゴメはこの用に大きくなった個体もありました。
一部溶けたり、破れたり、藻が付いたりしています。

ガゴメの白くなって、溶けた写真です。
このように溶けてくる個体もありました。

アカモクの全長について平均値の変化です。
水温１５℃設定が５℃設定に比べて良好でした。
光質・光量は実験条件の範囲では人工光のＬＥＤでも、自然光でも、遮光でも、影響がそこまでの差はない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、まとめです。

ガゴメとアカモクについて、このようにこれまで見てきたとおりです。

一つの課題として、ガゴメが溶けてくる現象があります。
私たちが考えたことは、
・測定する時のハンドリングで、葉が折れ曲がり、その位置から溶けてくること。
・水温が長期栽培するには高すぎる可能性
・光量が強すぎて光合成ができなかった可能性
・光量が強すぎて、葉の表面にコケが付着して光合成を阻害した可能性
・光量が弱すぎて光合成ができず、葉が溶けた可能性
です。

今回の結果より、課題もあるものの、これらの条件を整えることで海藻工場でもガゴメとアカモクの栽培が可能になります。

最後に海藻工場の展望として、
海水の冷却、照明、循環ポンプ等の電気代、海水交換、藻を取る等管理する手間などコストがかかることから、
商品化には、用途に応じて、海藻工場と海洋での養殖を使い分けることが必要になると思います。

以上で発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
これからも母なる海を大切にしていきたいです。
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